
資料 6 
 

漁業被害の軽減を目的とした貧酸素水塊対策について 

 

貧酸素水塊は 2010 年代の前半は規模の縮小傾向がみられたが，2010 年代の後半以降

は再拡大しており（図１）、東京湾内湾の海底には依然として大量の有機物が蓄積、  

多量の酸素を消費する状況にあります。 

そこで，千葉県水産総合研究センターでは，水産生物や餌生物を守るため，浅場や   

マウンドによる貧酸素水塊の影響軽減効果の検証を行っています。これまでに，5m  

以浅の浅場やマウンド上（周囲より 3m 程度浅い）では，貧酸素水塊が波及しにくく，

底質が良好に保たれ，また，魚類の餌料生物となる多毛類が多くみられるなどの 

結果（図 3）が得られており，貧酸素水塊の影響を軽減する可能性が示唆されました。

今年度からマウンド周辺の調査点を増やし，より詳細な環境調査を行っており 

（図 3），今後も漁業被害の軽減を目的とした貧酸素水塊対策を検討します。 

 

図 1 貧酸素水塊の年最大規模の経年変化    図 2 底泥の強熱減量の分布（%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 浅場やマウンドによる貧酸素水塊の影響軽減効果の検証概要 
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水深約10m

水深約5m

水深約15m

水深約10m

岸側

水深約10m

マウンド上水深約15m

マウンド下

約350m

約2000m

調査方法 2025年（R7）から

今年度からマウンドの詳細調査を実施中

北袖マウンド周辺の調査点を増やし，マウンド上の底質や底生生物が良好な理由を明らかにしていく

調査項目はこれまでと同様

養老川河口の
調査はR6で終了

調査結果 2023～2024

五井約5m マウンド上(約10m)

五井約10m

岸側(約10m)

中央粒径 強熱減量

ゴカイ綱分布密度（年間平均値） ゴカイ綱種数（年間平均値）


